
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 

の 

予 

定 

日 付 
開始時間 

終了時間 場 所 事 項 内  容 

2 月 25 日 
12:30 

13:30            

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：イニシエーションスピーチ 

3 月 5 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：イニシエーションスピーチ 

3 月 11 日 夜間 
B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 夜間例会・ファミリーデイ 

3 月 18 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会  未  定 

3 月 25 日 
12:30 

13:30 

B１F オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話： 能楽師  佐久間 二郎 氏 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO. 1599 /  2022. 2.18 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/ 

 

 

本日の例会：2022年 2月 18 日 通算 1625回 本年度 第 26 回   

卓話 ： 薬用酒レシピ開発者・野菜ソムリエプロ 福光 佳奈子 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
       
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

20２1～22年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」  2012～2013 年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報       

Weekly Report       会長  河邉  幸夫                          
2021～2022 年度クラブテーマ 

「みんなで親睦・奉仕 楽しく規律ある例会」 

 

● 第 1621回 例会報告 ／ 2022年 1月 21 日  

出席報告：会員 52名 出席 29 名(内 ZOOM 5名) 

ゲスト ： イミン  計 1名 (敬称略) 
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    1月 28日 10 件 20,000 円 累計 836,000円 

多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

河邉幸夫/穂苅裕久/福田栄二/岩上義明/石井謙次/佐藤

仁/森本勝好/小川大介/谷口友保/関陽一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 クラブ協議会 
「上期各委員会クラブ活動報告・ 

下期各委員会クラブ活動計画」 
 

 

 

 

12/23 に台湾のロー

タリーに代わり公益

社団法人東京都医師

会へマスクを贈った

ことについて、国際ロ

ータリー 3522 地区

(台湾・台北)のロータ

リークラブより、河邉

会長へ感謝状とお礼

の品物（お茶）が届き

ましたことをご報告

いたします。 

http://www.akasakarotary.com/


 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：河邉幸夫 副会長: 穂苅裕久 幹事：福田栄二  会報委員長：望月明美  今週の担当：望月明美 

  

 
              ロータリーボイス  2021 年８月 21日        熊本誠司 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日本のマイノリティに光をあてる平和フェロー「多様性・公平さ・インクルージョン（DEI）」シリーズ第 4回 

寄稿者：ファラ・ハスナイン（国際基督教大学 ロータリー平和フェロー） 

「私の目標は、アメリカに対する生徒たちの見方を変えること。日本での英語教員は白人が圧倒的多数ですが、

アメリカの真のアイデンティティがいかに多様で多面的であるかを身をもって示したいと思います」 

2014 年、日本の高校での英語教員として JET プログラムに参加するため、私は申請

書にこう書きました。当時、このことが私の日本生活にどれほどのインパクトを与え

るかは想像もしていませんでした。教壇に立ち、居眠りする生徒を起こし、日本のコピ

ー機の使い方に頭を悩ませる毎日を過ごすうち、浜松市（静岡県）の田園風景と工場の

煙の中に、もう一つの世界が存在することを少しずつ意識するようになりました。 

浜松市は、日本で移民人口の最も多い町のひとつで、約 9200 人のブラジル人が住んでいます（2018 年現在）。

ほかにも、ペルー、インドネシア、ベトナム、フィリピンからの出稼ぎ労働者がいます。私が「日本の故郷」と

呼ぶこの町に引っ越してきたとき、ブラジル移民やペルー移民の長い歴史が日本にあること、そしてその歴史が

少なくとも 1873 年にまでさかのぼることを知りました。 

異文化を背景にもつ生徒や友人たちは、しばしばそのルーツを、長所ではなく、むしろ厄介なことと考えます。

外見が日本人のようであれば、外国のルーツを隠して日本人で通用している生徒もいます。帰国子女やバイリン

ガル／トライリンガルの生徒の多くが、目立つことを恐れて、自分の英語力を見せないようにします。 

こうした生徒たちの素顔と、社会から求められる顔とのギャップを何とか埋めたいと考えた私は、この問題につ

いて生徒たちと対話することから始めました。文章だけの論文や本を読ませる代わりに、日本社会で異文化のル

ーツをもつ人たちが抱える複雑な事情を紹介したドキュメンタリー映画『ハーフ』を生徒たちに見せました。こ

の映画を通じて、マイノリティ（少数派）の人びとの経験が現実であり、しかも身近にあることに気づいてもら

いたかったのです。 

生徒たちは皆、この映画に真剣に見入っていました。感想文には、授業でのディスカッションよりも率直な思い

がつづられていました。学期が終わる頃には、多くの生徒が、ハーフの同級生たちの気持ちに共感できるように

なりました。また、自分が在日外国人であることを告白する生徒もいました。 

 

 

私が「ロータリー平和フェローシップ」の存在を知ったのも、この映画が理由

でした。この映画を監督した一人、西倉めぐみさんは、元ロータリー平和フェ

ローです。西倉さんが自身の体験を基にこの映画を制作したのは、フェローシ

ップでの体験がきっかけだったことを知りました。ハーフとしての苦労や気づ

きについて西倉さんの話を聞いた私は、多様で複雑なマイノリティの人たちを

助けたいと、真剣に考えるようになりました。これらのコミュニティに属する

多くの知り合いから、自分のアイデンティティを受け入れるに至った体験談を

直接聞くこともできました。 

浜松で私は、日系ブラジル人か日系ペルー人であるとよく勘違いされます。しかし、私がアメリカ人であること

を相手に伝えると、とたんに対応が良くなることがあります。そのような経験もあり、十分な研究がされていな

いこのトピック、すなわち、日系ブラジル人と三世たち（現在 20 代前半）の体験に光をあてたいと思うように

なりました。 

 

2020 年、私は、西倉さんと同じ国際基督教大学に平和フェローとして入学しました。日本の学校に通った日系

ブラジル人三世と、日本にあるブラジル人学校に通った日系三世の比較研究について論文を書く予定です。こ

れらのコミュニティの人たちから今後も話を聞き、その体験をより大きな媒体で多くの人に紹介していけるこ

とを願っています。Asian Boss といった YouTube チャンネルや、バイラルを引き起こしたナイキの CM など

が次々と出てくる中で、多文化の日本のアイデンティティに関するこうした対話が、いずれ受容の文化を生み

出すと信じています。 

 

【寄稿者プロフィール】 

ファラ・ハスナイン（Farrah Hasnain） 

アメリカ出身。2014 年に JET プログラムの英語教師として来日。自身の研究や体験につい
て『ジャパンタイムズ（The Japan Times）』等大手メディアへの寄稿多数。2020 年に国際
基督教大学のロータリー平和センターでフェローシップを開始 

 


